
 

大和都市計画地区計画の決定（生駒市決定） 

都市計画生駒市生駒台地区地区計画を次のように決定する。 

名  称 生駒市生駒台地区地区計画 

位  置 生駒市生駒台北、生駒台南、小明町の各一部 

面  積 約 ２８．２ ｈａ 

区
域
の
整
備
・
開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
方
針 

地 区 計 画 の 目 標 

  

本地区は、本市の中心市街地から北東約 1.3 ㎞に位置しており、住宅地内を都市計

画道路俵口上線が通り、また、主要地方道大阪生駒線生駒インターに近く、交通の便

に恵まれた地域である。本地区は、民間の宅地開発事業により、道路、公園等の公共

施設を一体的に整備し自然環境に恵まれた健全な住宅市街地として形成されている。 

 このため、地区計画を定めることにより、この良好な住環境を維持・保全すること

を目標とする。 

 

土 地 利 用 の 方 針 

 

 既に形成されたゆとりと潤いのある低層専用住宅地区として、豊かな居住空間の維

持・保全を図るため、地区を細分化することにより、地区の特性に応じた土地利用を

推進する。 

 

地区施設の整備方針 

 

 民間宅地開発事業により整備された公共施設については、その機能が損なわれない

よう維持・保全を図る。 

 

建築物等の整備方針 

 

１ 低層専用住宅地区(Ａ） 

   良好な住宅地区として住環境を維持・保全するため、建築物の用途の制限、建

築物の敷地面積の最低限度、建築物等の形態又は意匠の制限及びかき又はさくの

構造の制限を行う。 

また、良好な街並み形成のため、建築物の外壁及び屋根の色については、周辺

の街並み景観に調和したものとする。 

 

２ 低層専用住宅地区(Ｂ) 

   地区の住民の利便性を考慮して、店舗等の小規模な兼用住宅が立地できる地区

としての居住環境を形成・保全するため、建築物の用途の制限、建築物の敷地面

積の最低限度、建築物等の形態又は意匠の制限を行う。 

   また、良好な街並み形成のため、建築物の外壁及び屋根の色については、周辺

の街並み景観に調和したものとする。 

 

３ 低層一般住宅地区 

   良好な住宅地区としての住環境を維持・保全するため、建築物の用途の制限、

建築物等の高さの最高限度及び建築物等の形態又は意匠の制限を行う。 

   また、良好な街並み形成のため、建築物の外壁及び屋根の色については、周辺

の街並み景観に調和したものとする。 

 

４ 公共公益施設地区 

   公共公益施設については、周辺地区と整合性を図りつつ、その機能が損なわれ

ないように維持・保全を図る。 

 

 
 
 

当初決定年月日 平成 7 年 10 月 20 日 
最終変更年月日 平成 8 年 7 月 1 日 












